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謹んで新年のご挨拶を申し上げます 
旧年中は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 
東日本大震災から 3 月で 3 年となります。東北から関東にかけて甚大な被害を受けた地

域の復旧・復興は本格的になりつつあります。しかしその影響を受け建設従事者や資材が

集中しつつあり、その影響もあり医療福祉建築の建設が滞り始めていることは残念です。

さらに 2020 年のオリンピック開催都市が東京と決まり、今後その整備のためにさらに建

設資本が集中化し建設費の高騰が予想されます。皆で東北や関東の復興、東京オリンピッ

クを応援し日本を明るくしたいのですが、複雑な思いを持たれている方も多いと思います。 
 昨年の活動をご報告します。恒例の施設見学会は 6 月より 5 回開催し、多くの方が参加

されました。「病院／福祉建築講座」、「医療福祉建築フォーラム」は例年のように会場をほ

ぼ満員とする盛況でした。特に「医療福祉建築フォーラム」では専門医療を取り上げたり、

東日本大震災に関連して仮設住宅を取り上げてシンポジュウムを行いました。病院管理者

向けの「病院建築講座～施設整備をお考えの方に～」は 4 年目ですが、残念ながら広報が

行き届かず参加者は若干少なめでした。しかしこの講座の受講者を対象とした「会友制度」

を今年度利用している法人は 30 施設になり、つながりが広がって入会にも結び付いていま

す。また、JIHa ユースクラブについては隔年開催なので今年度は休みのはずでしたが、関

西の会員から大阪での開催要望が強く第５期として行っています。参加者 12 名で、世話人

やコーデイネーターも関西在住の方を中心に進め、関西でも次世代の協会活動を担う人た

ちが増加し始めています。東アジアの国際情勢は厳しい環境ですが、昨年の 10 月末に東ア

ジア医療福祉建築シンポジウムが「医療福祉建築のサステナブル」をテーマに、韓国ソウ

ル市の隣接にある安山市の漢陽大学のゲストハウスに、韓国・日本・中国の医療福祉建築

に携わる者たちが集いました。前日の日本独自の病院見学、当日の研究発表を下にした活

発な討議、翌日の主催者側の見学会に、参加者 16 名にとっては充実した研修となりました。 

 調査研究事業では課題研究「地方公共団体による福祉施設等の独自の基準制定に関する

に関する研究」は法規委員会を中心に、国庫補助金研究「特別養護老人ホームにおける利

用者のプライバシー確保の実態に関する調査研究事業」は山下理事を中心に進めています。 

編集発行事業は「医療福祉建築」を例年通り発行しました。なお一昨年発行した合本の

余部がまだありますので事務局にお申し出ください。顕彰事業は「医療福祉建築賞 2013」
の審査が井上委員長の下に進んでいます。応募数は昨年より増加しています。法規委員会

が一昨年に編集した計画法規ハンドブックの全面改訂版「医療福祉施設 計画・設計のため

の法令ハンドブック」もまだ余部がありますのでご入用の方は事務局へお申し出ください。 

情報収集発信事業としては、JIHa ホームページの再整備に続き、Information from JIHA

を本年から会員のご協力の下、メール配信に切り替えました。ご覧のことと思います。 

   昨年は海外医療福祉建築研修の年でありコーディネイターの山下理事以下 25 名が欧州

で研修いたしました。 

 さて、本年は当協会設立 60 周年ですので、機関誌やフォーラムで少し関連テーマを取り

上げる予定です。また今年は医療制度の改変が進むとされていますが、今後も新しい制度

に対応した研究や研修を行い会員の皆様のご要望に応えていきたいと考えています。 
最後に、本年も本協会の会員皆さまの一層のご活躍を祈念申し上げます。 

２０１４年 元旦 

一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

会 長   河 口  豊 
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筑波大学附属病院けやき棟開院１周年記念企画展 

「けやきから生まれるいのちⅡ――病院のアートの芽」展 

 筑波大学附属病院の新棟「けやき棟」の開院 1周年を記念し、筑波大学芸術と附属病院にて約 9年に

わたり取り組まれてきた病院アートを紹介します。会期中はワークショップやシンポジウムなどのイベ

ントも開催します。アート、デザインなどあらゆるジャンルの芸術の教員と学生、そして医療の現場か

ら「病院」と「アート」を考えていきます。 

 会 期 ２０１３年１２月９日（月）～２０１４年５月３０日（金） 

 会 場 筑波大学附属病院けやき棟１階 けやきプラザ ほか 

 時 間 ９：００～１７：００ 

 休 場 日 土・日、祝日 

シンポジウム 「病院のアートを育てるために」 

 2005 年に筑波大学附属病院でプロジェクトを始めた蓮見孝氏、病院におけるアートディレクターとし

て活動している山口悦子氏による基調講演のほか、附属病院の院長、筑波メディカルセンターの院長な

どが医療現場からアートを捉えます。病院とアート、それぞれの現場の声を聞くことのできる貴重な機

会です。 

 日 時 ２０１４年１月２９日（水）１０：００～１５：００ 

 場 所 筑波大学附属病院けやき棟１階 けやきプラザ 

 参 加 費 無料（懇親会ご参加の方は５００円） 

 パネリスト 五十嵐徹也（筑波大学付属病院長） 

    軸屋 智昭（筑波メディカルセンター病院長） 

    蓮見  孝（札幌市立大学 学長、筑波大学名誉教授） 

    山口 悦子（大阪市立大学医学部付属病院医療安全管理部）ほか 

 お申込方法 シンポジウムへの参加をご希望される方は下記必要事項をご記入の上、下記お申込み先 

までご連絡ください。なお、懇親会については参加費５００円をいただきます。 

必要事項：１．氏名 ２．所属 ３．電話番号 ４．メールアドレス 

５．懇親会への参加の可否 

※E-mail でお申込みの方は、件名に「病院のアートシンポジウム参加申込み」と明記し 

てください。 

 主 催 病院のアートを育てる会議、筑波大学芸術系、筑波大学附属病院 

 お申込み・お問合せ 筑波大学芸術系 齊藤泰嘉研究室（担当：井田） 

FAX：029-853-2856 E-mail：ida.madoka.gt@un.tsukuba.ac.jp 


